
（様式第４号） 川西地域協議会 会議概要

１ 審 議 会 名 平成２８年度 第２回 川西地域協議会

２ 日 時 平成２８年５月２４日（火） 午後１時３０分から午後２時５３分まで

３ 会 場 川西地域自治センター まちづくり活動拠点会議室

４ 出 席 者 白鳥公会長、橋本弘雄副会長、大澤昇委員、大澤広樹委員、神谷雅代委員、

栗林一夫委員、小山弘子委員、櫻井彰人委員、塩本幸子委員、志摩淳子委員、

清水かほり委員、清水たか子委員、南波重一委員、原田孝彦委員、久松日出子委員、

松澤博明委員、宮澤洋委員、山浦照子委員

５ 市側出席者 西澤員昭川西地域自治センター長、大滝一郎地域振興政策幹、

宮下伊佐夫センター長補佐、高木英司主査（地域担当職員）

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２８年５月３１日

協 議 事 項 等

１ 開 会（高木主査）

２ 会長あいさつ（白鳥会長）（平成 27年度わがまち魅力アップ事業の結果についてほか）
３ 会議開催に関する確認（高木主査）→傍聴者０人、欠席者２人、会議成立、資料の確認

４ 会議事項

（１）確認事項（高木主査から説明）

ア 委員名簿について

イ 前回協議会の記録について

ウ 委員の任務について

（２）報告事項（高木主査から説明）

ア わがまち魅力アップ応援事業について

（３）協議事項（高木主査から説明）

ア 住民からの提案について

（犬の散歩の際、防犯パトロール・ポイ捨てパトロールなどのゼッケンの着用を促す等）

（委員）各自治会には防犯指導員もいる。この件についてはいかがなものか。

（委員）考え方は良いと思うが、上田市全体の中で検討するほうが良いと思う。

（委員）魅力アップ応援事業のような形で立ち上げて、チョッキとか帽子を用意したらどうか。

ＰＴＡ、小学校の状況は？

（委員）浦里では、お助け隊、見守り隊ということでやっている。

（委員）そのようなものを個々にではなく川西全体でできればよいと思う。

（委員）予算的な裏づけは？事業主体はどこか？

（委員）協議会には予算はない。

（委員）これは犬の散歩。パトロールとは別件。

（委員）パトロールということではなく、標語のような、柔らかい感じでＰＲしたらどうか。

（委員）防犯パトロールだと責任とか固くなる。事業だと責任があるがどうか。

（委員）今日結論を出す必要はないと思う。見守り隊は川西小にはあるか。

（委員）役員にはカードを渡して回ってもらうが、組織的なものはない。

（委員）上田市の他の地域の状況を調べてみる。

（委員）ゼッケンを散歩する方、犬につける、両方。あとは責任もない。

（委員）現状のことを知りたい。

（委員）カンが捨ててあったり、タバコも多い。

（委員）最近きれい。地区による。

（会長）次回、方向性を決めたい。



イ 川西まちづくり委員会について

〇住民自治組織「川西まちづくり委員会」の部会の所属の希望を聞いた。

ウ 次回以降の会議の予定について

〇原案どおり決定した（次回は６月２１日（火）13:30-15:00に開催予定）
（４）連絡事項（高木主査・西沢センター長から説明）

ア 委員報酬について

イ 個人番号の提供について

ウ 平成 28年度川西地区自治会連合会行政懇談会について
（５）その他

（委 員）わがまち魅力アップ応援事業の過去の地域別実績の資料をもらいたい。

（事務局）後日資料を渡すこととした。

（会 長）６／１の広報に委員の氏名を掲載するので了解してもらいたい。

（委 員）わがまち魅力アップの金額等について教えてもらいたい。

（事務局）1事業について限度額 200万円などを説明した。
５ 閉 会 （橋本副会長）


